
1．はじめに

瀬戸内海東部に位置する鳴門海峡周辺の海底から，ナ

ウマンゾウPalaeoloxodon naumanii（Makiyama）などの脊椎

動物化石に混じって，多数のトウキョウホタテMizuhopecten

tokyoensis（Tokunaga）などの貝化石が得られている（両角

編，1998）．これらについて，筆者は学会での講演（中尾

ほか，2004）や一般向け著作物で概要を紹介したことが

あったが（辻野・中尾，2005：中尾，2014など），詳細

は報告していなかった．

本報告では，AMS 14C年代を含むこれらの詳細を示す

とともに，これまでの一部の見解の訂正も併せて行いた

い．

2．化石の産出状況

貝化石は鳴門海峡北西部（播磨灘側）の海域で行われ

る底曳網漁の漁撈屑に混じって得られる．鳴門市瀬戸町～
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Abstract：Many molluscan fossils have been dredged from sea bottom of the Naruto Strait, the eastern part of Seto
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Fig. 1. Map showing the molluscan fossil localities in the Naruto strait．
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北泊周辺在住の複数の漁業者によって船上で選り分けら

れた化石が，これまで約 30回にわたって徳島県立博物

館へ寄贈され，2015年 11月 25日現在，約 80点の貝化

石が無脊椎動物化石資料として登録されている．採集者

からの聞き取りによれば，これらの多くは淡路島の阿那

賀沖で得られたもので，鳴門市島田島沖からも化石が少

数得られるという．これらは共通して淡路島西方の溝状

に深くなった海底の周辺であり，ナウマンゾウの化石が

発見される場所と一致している（Fig. 1）．

現在，鳴門市および淡路島南部の陸域では鮮新世後期～

更新世後期の海成層は分布していないので，これらの貝

化石はナウマンゾウなどと同様，海底にのみ分布する地

層から，この海域特有の強い潮流によって洗い出された

ものである．

ナウマンゾウなどの大型哺乳類化石は目立つので，比

較的容易に化石であると識別できるだろう．しかし貝化

石の場合，その多くが現生種でもあるため，現生の貝殻

との区別は比較的難しいだろうと思われる．おそらく，

採集される貝化石の多くは，化石と気づかれることもな

く，漁船の上で放棄されている可能性が高い．また，寄

贈資料も，大型で目立つ貝化石が相対的に多くなるなど，

ある程度の偏りが生じている可能性はあると思われる．

なお，鳴門海峡南東部福良沖（紀伊水道側）の海域に

ついてもナウマンゾウの化石が報告されている（南光編

著，1996など）が，貝化石の産出については全く情報

が得られていない．

3．貝化石の内訳および特徴種

属または種レベルで同定できた貝類は 20種であり，そ

の大部分は二枚貝である（Table 2）．この他にも保存状態

が悪く未同定の種が数種ある．絶滅種はトウキョウホタ

テ 1種である．特徴種かつ多産種として，トウキョウホ

タテおよびヌマコダキガイ類 Potamocorbula sp.があげら

れる．以下，この 2種について詳しく述べる．

（1）トウキョウホタテ Fig. 2-1a，1b，2

トウキョウホタテはイタヤガイ科二枚貝の絶滅種であ

る．鮮新統および更新統より産出し，多産地の関東地方

では更新世中期の砂層から多く産出する（Tokunaga，

1906：岡崎ほか，2000など）．本種は時代や産地による

形態的変異があり，2～3の種または亜種に細分される

こともあるが，本報告では細分せずに扱う．

鳴門海峡海底から産出するトウキョウホタテの形態的

特徴を以下に述べる．殻は大型になり，最大個体（TKPM-

GFI3773：左殻）で殼高 180 mm，殼長 182 mmに達する．

右殻は膨れ，太い放射肋が 7本前後ある．放射肋は広く，

殼の中央部の放射肋は殼頂部付近で盛り上がるが，縁辺

部および前後の放射肋はいくつかの細肋に分かれてい

る．成長した個体では肋間に細肋が生じる．左殻には 6

Table 1. Molluscan fossils from the Naruto Strait. The Arabic numerals indicate the number of collected
specimens.

Specific name 和名 number of fossil individuals Fossil association

Neverita sp.
Rapana venosa（Valenciennes）
Scapharca kagoshimensis（Tokunaga）
Scapharca broughtonii（Schrenck）
Scapharca satowi（Dunker）

タマガイ類
アカニシ
サルボウ
アカガイ
サトウガイ

2
1

4＋
5＋
2

Mizuhopecten

Potamocorbula
Mizuhopecten

Arcopsis sp.
Mytilus sp.
Ostrea denselamellosa Lischke
Anomia chinensis Philippi
Chlamys farreri（Jones et Preston）

ミミエガイ類
イガイ類
イタボガキ
ナミマガシワ
アズマニシキ

1
1

5＋
2
8

Mizuhopecten
Mizuhopecten
Mizuhopecten
Mizuhopecten
Mizuhopecten

Mizuhopecten tokyoensis（Tokunaga）
Fulvia mutica（Reeve）
Limaria sp.
Lucinoma annulatum（Reeve）
Anodontia stearnsiana Oyama

トウキョウホタテ
トリガイ
ユキミノガイ類
ツキガイモドキ
イセシラガイ

60
20＋

1
3
3

Mizuhopecten
Mizuhopecten
Mizuhopecten
Mizuhopecten
Mizuhopecten

Macoma sp.
Dosiniella angulosa（Philippi）
Potamocorbula sp.
Barnea dilatata（Souleyet）
Laternula cf. marilina（Reeve）

ニッコウガイ類
ウラカガミ
ヌマコダキガイ類
ウミタケ
オキナガイ類

2
4

100＋
1

30?

Mizuhopecten
Mizuhopecten
Potamocorbula

Potamocorbula

→Fig. 2. Molluscan fossils from the Naruto Strait‐（1）1a, 1b. Mizuhopecten tokyoensis（Tokunaga）, TKPM-GFI4093. 2. Mizuhopecten tokyoensis（M）,
Anomia chinensis（A）and Balanus tostratus（B）in silty concretion, TKPM-GFI3771. 3. Scapharca kagoshimensis（S）and Potamocorbula sp.（P）in
shell bed, TKPM-GFI3718．
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本前後の明瞭で鋭い放射肋があり，前後にも不明瞭な放

射肋がある．全体的にほぼ平らかまたは弱く窪む．左殼

の表面には，しばしば他の生物による穿孔痕や，フジツ

ボなどの化石が付着していることがある．

鳴門海峡海底産の本種の化石は，青灰色のシルト層中

より産出する．両殼揃った状態で得られた個体が 60個

体中少なくとも 21個体あり，それらの殻の内部には外

部と同じシルトが詰まっている．この産状は，鳴門海峡

海底産のトウキョウホタテがシルト質な海底に生息して

いたことを示している．

鳴門海峡以外の瀬戸内海では，トウキョウホタテは報

告されていないようである．

（2）ヌマコダキガイ類 Fig. 2-3，3-4

鳴門海峡海底産のヌマコダキガイ類化石は，殻が横長

の三角形であり，殻の膨らみが弱く，殻が薄い．厚さ 3～

4 cmの薄いコンクリーションに極めて多数の個体が層

状に密集した状態で産出する場合が多い．殻の大きさは

各コンクリーションによってほぼ一定しており，多くは

殻長 1 cm未満だが（Fig. 2-3），最大で約 2.5 cmに達する

大型個体からなるコンクリーションもある（Fig. 3-4）．

日本列島には，在来種ヌマコダキガイ Potamocorbula

amurensis（Schrenck）および有明海の移入種ヒラタヌマコ

ダキガイ Potamocorbula laevis Hindsの 2種が生息すると

されてきた（奥谷編，2000：増田・内山，2004など）．鳴

門海峡海底産化石の形態的特徴はヒラタヌマコダキガイ

に一致するので，同種である可能性が高い．しかし，

Potamocorbula 属には産地間の比較や種の区別で分類学

的な問題が残っており（佐藤，2000），中島ほか（2004）で

はこれを踏まえて，埼玉県の完新統から産出した化石を

ヒラタヌマコダキガイである可能性が高いとしつつも，

Potamocorbula sp.として扱った．本論でも中島ほか（2004）

に従う．

瀬戸内海の他の海域では，大阪湾，播磨灘鹿瀬，来島

海峡から，ヒラタヌマコダキガイによく似た小型化石種

コガタヌマコダキガイPotamocorbula amurensis takatsuka-

yamaensis Andoが半化石（semi-fossil）として報告されてい

る（稲葉，1982）

4．群集区分

鳴門海峡海底産貝化石約 80点の資料のうち，複数種

が同一コンリーションに入っている資料が 16点あった．

ひとつのコンリーションに入っている種は同じ群集に属

するとみてグルーピングしたところ，単独でのみ産出し

たウミタケ Barnea（Umitakea）dilatata（Souleyet）およびア

カニシRapana venosa（Valenciennes），サトウガイScapharca

satowi（Dunker）を除く 17種が，大きく 2つの群集に区分

された．この群集をそれぞれの特徴種により，トウキョ

ウホタテ群集およびヌマコダキガイ類群集とよぶことに

する（Table 2）．

（1）トウキョウホタテ群集（Fig. 2-3）

トウキョウホタテが優占種であり，特徴種である．シ

ルト中に殻が散在している場合が多い。

トウキョウホタテ以外の貝類は，トリガイFulvia mutica

（Reeve）（Fig. 3-2），イタボガキOstrea denselamellosa Lischke，

ウラカガミ Dosiniella angulosa（Philippi）（Fig. 3-4），ツキ

ガイモドキ Lucinoma annulatum（Reeve），イセシラガイ

Anodontia stearnsiana Oyamaなど内湾種が目立つ．トリ

ガイやアカガイ Scapharca broughtonii（Schrenck）（Fig. 3-

1），イタボガキにも，両殼そろった個体が見られる．貝

類以外では，ミネフジツボ Balanus rostratus Hoek（Fig. 2-

2）などの大型蔓脚類を伴い，その一部はトウキョウホタ

テの左殻に付着している．

トウキョウホタテを除く本群集構成種の多くは，潮下

帯の内湾泥底に生息する現生種である．したがって，本

群集の分布域は内湾の泥底である．

（2）ヌマコダキガイ類群集（Fig. 2-3，3-4）

ヌマコダキガイ類からなる密集層に少数のサルボウ

Scapharca kagoshimensis（Tokunaga）を伴う産状（Fig. 2-3）

が典型的である．ソトオリガイに似たオキナガイ属の一

種 Laternula sp. cf. L. marilina（Fig. 2-4）や小型のイガイ科

の未同定種などからなる二枚貝密集層に，少数のサルボ

ウとヌマコダキガイ類を伴う標本もあり（Fig. 3-5），この

群集に含める．

ヌマコダキガイ類の化石は，更新世中期から完新世ま

での干潟～水深 10 mの泥底の地層から産出する（中島ほ

か，2004；中尾，2007など）．有明海では，ヒラタヌマ

コダキガイは湾奧部の泥質な干潟に生息している（石井，

1995：下山ほか，1996）．サルボウ，ソトオリガイもほ

ぼ同様の環境に生息するので，本群集は潮間帯～潮下帯

の泥底群集である．

→Fig. 3. Molluscan fossils from the Naruto Strait‐（2）1. Scapharca broughtonii（Schrenck）, TKPM-GFI3770. 2. Fulvia mutica（Reeve）, TKPM-GFI4093.
3. Dosiniella angulosa（Philippi）, TKPM-GFI3778. 4. Potamocorbula sp., TKPM-GFI3767. 5. Laternula sp. cf. L. marilina , TKPM-GFI4848．
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5．年代測定

トウキョウホタテ群集からトウキョウホタテ 3個体，

ヌマコダキガイ類群集からヌマコダキガイ類およびサル

ボウ各 1個体を選び，それぞれの一部を測定試料とし，

（株）地球科学研究所にAMS 14C年代測定および年代較正

を依頼した．年代較正には，Marine13（Reimer et al，2013）

のデータセットを用いた（Table 2）．ローカルリザーバー

補正は行っていない．

6．考 察

AMS14C年代測定により，潮間帯～潮下帯泥底性のヌ

マコダキガイ類群集が，酸素同位体ステージ 3の鳴門海

峡周辺に分布していたことが明らかになった．これは瀬

戸内海が完全に陸化した最終氷期最寒冷期（酸素同位体

ステージ 2）より古い．したがって，ヌマコダキガイ類

群集は，最終氷期最寒冷期へ向けて寒冷化が進行し，瀬

戸内海が海退していく過程での潮下帯～潮間帯泥底の貝

類相を示す化石群といってよい．

一方，トウキョウホタテ群集の年代は不明であるが，

ヌマコダキガイ類群集とトウキョウホタテ群集の間に

は，たとえば氷河性海水準が 1サイクル以上異なるなど

の明瞭な保存状態の差はありそうにないので，年代の違

いはあまり大きくないだろうと推察される．

トウキョウホタテは，上部鮮新統～下部更新統の暖流

系貝類群である掛川動物群に伴って産出することもあ

る．しかし更新世中期以降のトウキョウホタテの多産地

は関東地方以北であり，西日本からは海底から産出する

ことが多い（石井，1982）．このことは，少なくとも更新

世中期以降，トウキョウホタテの生息地の中心は関東以

北の寒流域にあり，西日本においては低海水準期に分布

したことを示唆する．本報告のトウキョウホタテも，海

水温の低下に伴い海水準が低下した瀬戸内海に棲み着い

たと推察される．

中尾ほか（2004）では，トウキョウホタテ群集 8試料か

ら 42,004±620～29,929±267 AMS 14C BP，ヌマコダキガ

イ類群集から 40,450±462と 38,079±472 AMS 14C BPの

未補正年代値を報告し，2つの群集に明らかな年代の違

いはないとした．中尾ほか（2002）の一部の測定試料は，

今回と同一の標本を用いているので，測定結果が矛盾す

る．

このような食い違いが発生した理由は明らかではない

が，中尾ほか（2002）の年代値が共通して今回より若いこ

とから，化石の表面に付着した現生生物などのわずかな

混入があった可能性が疑われる．
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